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1.  平成23年12月期第1四半期の連結業績（平成23年1月1日～平成23年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年12月期第1四半期 65,703 1.2 △487 ― △187 ― △2,725 ―

22年12月期第1四半期 64,951 3.3 △2,912 ― △2,625 ― △1,750 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年12月期第1四半期 △10.15 ―

22年12月期第1四半期 △6.47 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年12月期第1四半期 233,335 101,495 42.0 365.34
22年12月期 260,939 105,760 39.3 382.18

（参考） 自己資本   23年12月期第1四半期  98,082百万円 22年12月期  102,601百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年12月期 ― 5.00 ― 5.00 10.00

23年12月期 ―

23年12月期 
（予想）

5.00 ― 6.00 11.00

3.  平成23年12月期の連結業績予想（平成23年1月1日～平成23年12月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
連結業績予想の修正については、本日（平成23年５月９日）公表の「特別損失の計上および業績予想の修正に関するお知らせ」を参照してください。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
(累計)

160,000 2.7 3,000 8.9 3,500 4.2 200 △87.4 0.74

通期 340,000 2.7 11,000 4.8 12,000 1.7 4,700 △22.2 17.51



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であります。なお、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品
取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続きを実施中であります。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料で記述している業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき当社が判断した予想であり、経済情勢、競合状況、為替の変動等にかかわるリスク
や不確実性が含まれています。そのため、様々な要因の変化により実際の業績は、上記予想数値とは大きく異なる可能性があることをご承知おきくださ
い。なお、業績予想に関する事項は、四半期決算短信【添付資料】７ページ「（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.8「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年12月期1Q 299,115,346株 22年12月期  299,115,346株

② 期末自己株式数 23年12月期1Q  30,647,708株 22年12月期  30,647,350株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年12月期1Q 268,472,564株 22年12月期1Q 270,337,149株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 

当第１四半期（平成23年１月１日～３月31日）のわが国経済は、企業収益の改善や個人消費に持ち直

しの動きが見られましたが、３月11日に発生した東日本大震災により生産活動や個人消費等が大きな影

響を受け、景気に不透明感が生じました。 

当社グループが主に事業を展開する国内日用消費財業界は、店頭での激しい販売競争に加え、震災に

よる影響もあり事業環境は厳しい状況にありました。 

このような環境の中、当社グループは、企業価値の向上を目指し、重点ブランドの育成に取り組むと

ともに、収益力の向上に向け、製造原価低減等のコストダウンを推進しております。当第１四半期は、

国内では、洗濯用洗剤や制汗剤で新製品を発売するとともに、住居用洗剤では新しい生活習慣を提案す

る新製品を導入しました。海外では、洗濯用洗剤とオーラルケア製品を中心に各国共通ブランドおよび

各国の独自ブランドの育成に取り組みました。なお、当社グループも震災の影響を受けましたが、商品

の供給責任を果たすため、生産設備および営業、物流拠点の早期復旧に努めるとともに、義援金、物資

の提供等被災者への支援を速やかに実施いたしました。 

以上の結果、当第１四半期の売上高は、６５７億３百万円（前年同期比１.２％増）となりました。損

益は、４億８千７百万円の営業損失（前年同期は２９億１千２百万円の営業損失）、１億８千７百万円の

経常損失（同２６億２千５百万円の経常損失）となりました。また、震災により発生した、たな卸資産や

設備の損失額等を特別損失に計上した結果、２７億２千５百万円の四半期純損失（前年同期は１７億５千

万円の四半期純損失）となりました。 

 

【連結業績の概況】                           （単位：百万円） 

 当第１四半期 売上比 前第１四半期 売上比 増減額 増減率 

売   上   高 65,703 64,951  751 1.2%

営 業 利 益 △487 － △2,912 － 2,424 －

経 常 利 益 △187 － △2,625 － 2,438 －

四 半 期 純 利 益 △2,725 － △1,750 － △975 －

 

【セグメント別業績】                          （単位：百万円） 

 売上高 セグメント利益（営業利益） 

 当第１四半期 前第１四半期 増減額 増減率 当第１四半期 前第１四半期 増減額 増減率

一般用消費財事業 50,008 50,322 △313 △0.6% △1,138 △3,307 2,168 －

産 業 用 品 事 業 11,194 11,357 △163 △1.4% 222 287 △65 △22.7%

海 外 事 業 12,900 12,333 566 4.6% 152 150 2 1.4%

そ の 他 5,188 4,858 330 6.8% 130 22 108 490.8%

小 計 79,291 78,871 420 0.5% △633 △2,846 2,213 －

調 整 額 △13,588 △13,919 331 ― 145 △65 210 －

合      計 65,703 64,951 751 1.2% △487 △2,912 2,424 －

当第１四半期より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第 17 号 平成 21 年３月 27 日）及び「セ

グメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 20 号 平成 20 年３月 21 日）を適用し、

報告セグメントは、従来の「ヘルスケア事業」、「ハウスホールド事業」、「化学品事業」、「その他の事業」の区分から、「一

般用消費財事業」、「産業用品事業」、「海外事業」、「その他」の区分に変更しています。 
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「一般用消費財事業」は、国内の日用品、一般用医薬品等の事業および子会社を、「オーラルケア分野」、「ビューティ

ケア分野」、「薬品分野」、「ファブリックケア分野」、「リビングケア分野」、「その他の分野」に区分しています。 

なお、「その他の分野」は、法人向け販売促進用商品等のノベルティ、機能性食品等、歯科材料、ペット用品等を含

んでいます。 
「海外事業」は、従来、「ヘルスケア事業」、「ハウスホールド事業」等に含めていましたが、今回より「海外事業」

の区分に集約しています。 
また、「産業用品事業」は、従来の国内「化学品事業」に業務用洗浄剤事業を加えたものです。 

 

セグメント別の概況は、以下のとおりです。 

 

＜一般用消費財事業＞ 

                                   （単位：百万円） 

 当第１四半期 売上比 前第１四半期 売上比 増減額 増減率

売 上 高 50,008 50,322 △313 △0.6%

セグメント利益 △1,138 ― △3,307 ― 2,168 ―

(注)売上高には、セグメント内およびセグメント間の内部売上高を含んでおり、その金額は当第１四半期では 

４,７０７百万円、前第１四半期では４,９０１百万円、となっております。 

 

  ［売上高の分野別状況］                    （単位：百万円） 

 当第１四半期 前第１四半期 増減額 増減率 

オ ー ラ ル ケ ア 分 野 9,339 8,710 628 7.2%

ビ ュ － テ ィ ケ ア 分 野 4,923 4,979 △55 △1.1%

薬 品 分 野 6,390 5,987 402 6.7%

ファブリックケア分野 15,069 16,424 △1,355 △8.3%

リ ビ ン グ ケ ア 分 野 4,457 4,349 108 2.5%

そ の 他 の 分 野 9,828 9,870 △42 △0.4%

 

（オーラルケア分野） 

歯磨は、主力の「デンターシステマ Ｅ Ｘ
イーエックス

」、「クリニカ」が好調に推移し、全体の売上は前年同期を

上回りました。 

 歯刷子は、“ハグキプラス”と“しっかり毛腰タイプ”を新たに追加した主力の「デンターシステマ」

が堅調に推移し、全体の売上は前年同期を上回りました。 

口中剤は、「デンターシステマ ハグキプラス デンタルリンス」が好調に推移しましたが、「クリニカ」

が伸びなやみ、全体では前年同期の売上を下回りました。 

 

（ビュ－ティケア分野） 

シャンプー、リンスは、リンスインシャンプー「ソフトインワンシャンプー」が伸びなやみ、全体の

売上は前年同期を下回りました。 

ハンドソープは、「キレイキレイ泡ハンドソープ」が好調に推移し、全体の売上は前年同期を大幅に

上回りました。 

制汗剤は、ナノイオンで汗のニオイをしっかり抑える新製品「Ｂａｎ
バ ン

 デオドラントパウダースプレ

ー」がお客様のご好評を得て、全体の売上は前年同期をかなり上回りました。 
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（薬品分野） 

解熱鎮痛薬は、主力の「バファリンＡ」や生理痛・腰痛にも早く効く「バファリン ルナ」が好調に

推移し、全体の売上は前年同期を大幅に上回りました。 

総合感冒薬は、前期に新発売した「バファリンかぜ Ｅ Ｘ
イーエックス

」がお客様のご好評を得て、全体の売上は

前年同期を大幅に上回りました。 

 栄養ドリンク剤は、「グロンサン」、「新グロモント」が競争激化の影響を受け、全体の売上は前年同

期を下回りました。 

 

（ファブリックケア分野） 

洗濯用洗剤は、まとめ洗いでも白く洗える粉末の新製品「トップ プラチナクリア」がお客様のご好

評を得るとともに、「トップ クリアリキッド」が好調に推移しましたが、「ブルーダイヤ」が伸びなや

み、全体の売上は前年同期を下回りました。 

柔軟剤は、前期に発売した新製品「香りとデオドラントのソフラン アロマリッチ」がお客様のご好

評を得て、全体の売上は前年同期をかなり上回りました。 

 

（リビングケア分野） 

台所用洗剤は、前期に新製品“手肌プレミアム”を加えた「CHARMY
チ ャ ー ミ ー

 泡のチカラ」シリーズが好調に

推移し、全体の売上は前年同期をかなり上回りました。 

住居用洗剤は、「トイレのルック」が好調に推移するとともに、トイレットペーパーでトイレの汚れ

をサッとひと拭きできる新製品「ルックまめピカ トイレのふき取りクリーナー」がお客様のご好評を

得て、全体の売上は前年同期をかなり上回りました。 

 

（その他の分野） 

当分野は、機能性食品等の「ナイスリムエッセンス ラクトフェリン」（通信販売商品）が好調に推移

しました。また、ペット用品では猫用トイレ「ニオイをとる砂」が順調に推移し、全体の売上は前年同

期をかなり上回りました。 

 

 

＜産業用品事業＞ 

                                    （単位：百万円） 

 当第１四半期 売上比 前第１四半期 売上比 増減額 増減率 

売 上 高 11,194 11,357 △163 △1.4%

セグメント利益 222 2.0% 287 2.5% △65 △22.7%

(注)売上高には、セグメント内およびセグメント間の内部売上高を含んでおり、その金額は当第１四半期では 

３,９８４百万円、前第１四半期では４,２６８百万円となっております。 

 

油脂活性剤は、国内向け洗剤、香粧品原料の活性剤が好調に推移しましたが、海外向け洗剤原料の活

性剤が円高の影響を受け、全体の売上は前年同期を下回りました。 

導電性カーボンは、電子部品の市況悪化の影響を受け、全体の売上は前年同期を下回りました。 

 業務用洗浄剤は、手指消毒用アルコールやハンドソープが好調に推移し、全体の売上は前年同期を大

幅に上回りました。 
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＜海外事業＞ 

                                    （単位：百万円） 

 当第１四半期 売上比 前第１四半期 売上比 増減額 増減率 

売 上 高 12,900 12,333 566 4.6%

セグメント利益 152 1.2% 150 1.2% 2 1.4%

(注)売上高には、セグメント内およびセグメント間の内部売上高を含んでおり、その金額は当第１四半期では 

６８３百万円、前第１四半期では６５７百万円となっております。 

 

タイでは、洗濯用洗剤が堅調に推移するとともに、「システマ」などの歯刷子が好調に推移し、全体

の売上は前年同期を上回りました。 

韓国では、洗濯用洗剤の液体「ビート」が好調に推移しましたが、「システマ」歯刷子が伸びなやみ、

全体の売上は前年同期を下回りました。 

 中国では、「システマ」歯刷子が好調に推移し、全体の売上は前年同期比微増となりました。 

 

 

＜その他＞ 

                                    （単位：百万円） 

 当第１四半期 売上比 前第１四半期 売上比 増減額 増減率 

売 上 高 5,188 4,858 330 6.8%

セグメント利益 130 2.5% 22 0.5% 108 490.8%

(注)売上高には、セグメント内およびセグメント間の内部売上高を含んでおり、その金額は当第１四半期では 

４,２１３百万円、前第１四半期では４,０９２百万円となっております。 

 

その他では、建設請負事業が好調に推移し、売上高は５１億８千８百万円（前年同期比６.８％増）

となりました。セグメント利益は、１億３千万円（前年同期比４９０.８％増）となりました。 

 

 

 

 

 

参考情報：所在地別の業績 

【所在地別の業績】                           （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 

 当第１四半期 前第１四半期 増減額 増減率 当第１四半期 前第１四半期 増減額 増減率 

日 本 53,486 53,275 211 0.4% △806 △3,072 2,266 ―

ア ジ ア 12,217 11,676 540 4.6% 226 111 114 102.3%

消去又は全社 ― ― ― ― 92 48 43 90.0%

合 計 65,703 64,951 751 1.2% △487 △2,912 2,424 ―
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 

①当四半期における資産、負債および純資産の状況 

  （連結財政状態） 

 
当第１四半期 

連結会計期間末 
前連結会計年度末 増減 

総資産（百万円） 233,335 260,939 △27,603

純資産（百万円） 101,495 105,760 △4,264

自己資本比率※1（％） 42.0 39.3 2.7

１株当たり純資産※2（円） 365.34 382.18 △16.83

   ※1： 自己資本比率は、（純資産－新株予約権－少数株主持分）／総資産で計算しています。   

※2： 1 株当たり純資産は、新株予約権および少数株主持分を含まずに計算しています。 

 

 総資産は、有価証券、受取手形及び売掛金の減少等により、前連結会計年度末と比較して２７６億 

３百万円減少し、２,３３３億３千５百万円となりました。純資産は、４２億６千４百万円減少し、 

１,０１４億９千５百万円となり、自己資本比率は４２.０％となりました。 

 

②当四半期におけるキャッシュ・フローの状況 

  （連結キャッシュ・フロー）                      （単位：百万円） 

 当第１四半期 前第１四半期 増減 

営業活動によるキャッシュ・フロー △10,974 △8,734 △2,240

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,500 △2,267 △1,233

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,217 △1,992 △1,225

換算差額 72 113 △41

増減額 △17,621 △12,880 △4,740

現金及び現金同等物の四半期末残高 26,961 19,931 7,029

 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、仕入債務の減少等により、１０９億７千４百万円の資金の減

少となりました。 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出等により、３５億円の資金の

減少となりました。 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金の返済や配当金の支払による支出等により、３２億 

１千７百万円の資金の減少となりました。 

 以上の結果、当第１四半期の現金及び現金同等物の期末残高は、前連結会計年度末に比べ１７６億 

２千１百万円減少し、２６９億６千１百万円となりました。また、前第１四半期末に比べて７０億２千

９百万円増加しました。 
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 

当期の業績予想は、平成 23 年５月９日発表のとおり、当初予想（平成 23 年２月 10 日発表）から変

更しております。 

 

わが国経済は、東日本大震災の影響が企業活動や個人消費など広範囲に及ぶものと想定され、当社グ

ループが主に事業を展開する国内日用消費財業界においても、先行き不透明な状況が続くものと予想さ

れます。 

このような状況下、当社グループは、重点ブランドの育成に引き続き取り組むとともに、コストダウン

の推進により収益力の向上を目指してまいります。 

しかしながら、電力供給の制約など、震災に伴う事業活動への影響については現時点では不透明な点

も多く、今後の状況の変化によっては、業績見通しが変動する可能性があります。連結業績に重大な影

響が見込まれ、業績予想の修正が必要となった場合には、速やかに開示いたします。 

 

（当期業績予想値算出の前提条件） 

主要な為替レートは、８５円／米ドル、２.８円／タイバーツとしています。 
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２．その他の情報 

 （１）重要な子会社の異動の概要 

    該当事項はありません。 

 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 ① 簡便な会計処理 

１）たな卸資産の評価方法  

当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算定に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度

末の実地棚卸高を基礎として、合理的な方法により算定しております。 

 

２）法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

  法人税等の納税金額の算定に関しては、加味する加減算項目や税金控除項目を重要なものに限

定する方法によっております。 

  繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一

時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将

来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

 

② 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。 

 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 ①「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取り扱い」の適用 

    当第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第 16 号 平成 20

年３月 10 日公表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報

告第 24 号 平成 20 年３月 10 日）を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。 

    なお、これに伴う当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。 

 

 ②「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第 18 号 平

成 20 年３月 31 日）、「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準第 21 号 平成

20 年３月 31 日）を適用しております。 

    なお、これに伴う当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。 

 

 ③ 表示方法の変更 

  （四半期連結損益計算書関係） 

    「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 22 号 平成 20 年 12 月 26 日）に基づく財

務諸表等規則等の一部を改正する内閣府令（平成 21 年３月 24 日 内閣府令第５号）の適用によ

り、当第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目を表示しており

ます。 
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３ 四半期連結財務諸表等 
 (1)四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年３月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 11,093 21,286

受取手形及び売掛金 39,367 52,324

有価証券 16,087 23,514

商品及び製品 19,927 18,085

仕掛品 2,781 3,457

原材料及び貯蔵品 7,421 6,346

その他 8,919 6,487

貸倒引当金 △60 △77

流動資産合計 105,537 131,425

固定資産   

有形固定資産 60,394 60,668

無形固定資産   

商標権 21,906 22,886

その他 1,980 1,781

無形固定資産合計 23,886 24,667

投資その他の資産   

投資その他の資産 43,556 44,217

貸倒引当金 △39 △39

投資その他の資産合計 43,516 44,178

固定資産合計 127,797 129,513

資産合計 233,335 260,939

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 30,581 43,249

短期借入金 7,359 7,773

1年内返済予定の長期借入金 6,166 6,166

未払金及び未払費用 29,542 38,480

未払法人税等 845 1,693

賞与引当金 1,581 2,109

災害損失引当金 1,229 －

返品調整引当金 585 585

販売促進引当金 602 488

役員賞与引当金 50 164

その他 2,040 1,984

流動負債合計 80,585 102,696

固定負債   

長期借入金 26,325 27,504

退職給付引当金 19,371 19,610

役員退職慰労引当金 275 318

資産除去債務 306 －

その他 4,976 5,049

固定負債合計 51,254 52,483

負債合計 131,840 155,179
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(単位：百万円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年３月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年12月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 34,433 34,433

資本剰余金 31,499 31,499

利益剰余金 51,314 55,426

自己株式 △16,667 △16,670

株主資本合計 100,580 104,689

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 132 913

繰延ヘッジ損益 △23 △56

為替換算調整勘定 △2,605 △2,944

評価・換算差額等合計 △2,497 △2,087

新株予約権 182 173

少数株主持分 3,230 2,984

純資産合計 101,495 105,760

負債純資産合計 233,335 260,939
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第１四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
  至 平成22年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
  至 平成23年３月31日) 

売上高 64,951 65,703

売上原価 28,305 28,397

売上総利益 36,646 37,305

販売費及び一般管理費 39,558 37,793

営業損失（△） △2,912 △487

営業外収益   

受取利息及び配当金 23 27

持分法による投資利益 361 320

受取ロイヤリティー 55 53

為替差益 35 30

その他 87 100

営業外収益合計 564 532

営業外費用   

支払利息 231 219

その他 46 11

営業外費用合計 277 231

経常損失（△） △2,625 △187

特別利益   

貸倒引当金戻入額 14 17

特別利益合計 14 17

特別損失   

災害による損失 － 3,395

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 190

固定資産処分損 20 12

その他 － 372

特別損失合計 20 3,970

税金等調整前四半期純損失（△） △2,632 △4,139

法人税、住民税及び事業税 435 427

法人税等調整額 △1,428 △2,007

法人税等合計 △993 △1,580

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △2,559

少数株主利益 111 166

四半期純損失（△） △1,750 △2,725
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
  至 平成22年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
  至 平成23年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △2,632 △4,139

減価償却費 2,941 2,944

退職給付引当金の増減額（△は減少） 237 △291

受取利息及び受取配当金 △23 △27

支払利息 231 219

固定資産処分損益（△は益） 20 12

持分法による投資損益（△は益） △361 △320

売上債権の増減額（△は増加） 11,678 13,191

たな卸資産の増減額（△は増加） △4,001 △2,091

仕入債務の増減額（△は減少） △10,411 △12,775

未払金及び未払費用の増減額（△は減少） △5,105 △7,463

その他の流動負債の増減額（△は減少） 269 1,715

その他の流動資産の増減額（△は増加） △350 △448

その他 △193 △242

小計 △7,701 △9,716

利息及び配当金の受取額 225 263

利息の支払額 △376 △374

法人税等の支払額 △881 △1,147

営業活動によるキャッシュ・フロー △8,734 △10,974

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の増減額（△は増加） － △0

有形固定資産の取得による支出 △2,285 △3,229

有形固定資産の売却による収入 5 3

無形固定資産の取得による支出 △10 △278

投資有価証券の取得による支出 △38 △1

投資有価証券の売却による収入 0 －

貸付けによる支出 △0 △7

貸付金の回収による収入 96 1

その他 △34 12

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,267 △3,500
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(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
  至 平成22年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
  至 平成23年３月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 1,962 3,280

短期借入金の返済による支出 △1,373 △3,893

長期借入金の返済による支出 △1,150 △1,179

自己株式の取得による支出 △8 △12

自己株式の処分による収入 0 1

配当金の支払額 △1,356 △1,345

その他 △66 △68

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,992 △3,217

現金及び現金同等物に係る換算差額 113 72

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △12,880 △17,621

現金及び現金同等物の期首残高 32,812 44,582

現金及び現金同等物の四半期末残高 19,931 26,961
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（４）継続企業の前提に関する注記 

   該当事項はありません。 

 

（５）四半期連結貸借対照表に関する注記 

  （災害損失引当金） 

東日本大震災により被害を受けた建物、設備等の原状回復に要する費用、たな卸資産の廃棄費用の支

出等に備えるため、当四半期連結会計期間末における当該損失見積額 1,229 百万円を、流動負債の「災

害損失引当金」に計上しております。 

 

（６）四半期連結損益計算書に関する注記 

  （東日本大震災に関連する損失） 

東日本大震災に関連する損失について、たな卸資産の滅失損失及び廃棄費用 1,515 百万円、建物、設

備等の原状回復費用 701 百万円など、当四半期連結会計期間末における当該損失見積額を含めた総額

3,395 百万円を特別損失の「災害による損失」に計上しております。 

 

（７）セグメント情報等 

  〔事業の種類別セグメント情報〕 

(単位：百万円) 

前第１半期連結累計期間 

(平成22年1月1日～平成22年3月31日) 

 

ヘルスケア 

事業 

ハウスホールド

事業 

化 学 品

事  業

その他の

事  業
計 

消  去 

又は全社 
連結 

１. 売上高 

(1) 外部顧客に対する売上高 

(2) セグメント間の内部売上 

    高又は振替高 

 

    24,564 

          

         1 

  33,685

        

       29

   5,936

     

    1,962

    765

 

    631

 

64,951 

 

   2,625 

        － 

 

   (2,625) 

64,951 

 

        －

計     24,566   33,715    7,897     1,397   67,577    (2,625)    64,951 

営業利益又は営業損失(△) △1,936   △1,028     40      △3   △2,927    15   △2,912 

(注)事業区分の方法及び各区分に属する主要な製品の名称 

事業区分は、製品及び販売市場等の類似性等を考慮のうえ、行っております。 

ヘルスケア事業  ：歯磨、歯刷子、ハンドソープ、解熱鎮痛薬、点眼剤、栄養ドリンク剤、殺虫剤 

ハウスホールド事業：洗濯用洗剤、台所用洗剤、柔軟剤、住居用洗剤、漂白剤 

化 学 品 事業         ：油脂活性剤、導電性カーボン 

その他の事業   ：建設請負、不動産管理、輸送保管 
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〔所在地別セグメント情報〕 
                                                        （単位：百万円） 

前第１四半期連結累計期間 

(平成22年1月1日～平成22年3月31日) 

 

日 本 アジア 計 
消  去 

又は全社 
連  結 

１. 売上高 

(1) 外部顧客に対する売上高 

(2) セグメント間の内部売上 

    高又は振替高 

   53,275

       160

    11,676

 

       302

   64,951

     463

 

 － 

 

     (463) 

64,951

         －

計    53,436     11,978    65,415      (463) 64,951

営業利益     △3,072    111 △2,961         48     △2,912

(注)1.国又は地域の区分の方法 
地理的近接度により区分しております。 

         2.日本以外の区分に属する主な国又は地域 

        アジア･･･中国、韓国、タイ 

 

〔海外売上高〕 
 
     前第１四半期連結累計期間 (平成 22 年 1月 1日～平成 22 年 3月 31 日) 
    
 
 

 
 
 
 
 
 (注)1.国又は地域の区分の方法 

地理的近接度により区分しております。 

         2.各区分に属する主な国又は地域 

        アジア   ：中国、韓国、タイ 
             その他の地域：欧州、北米、その他 

 3.海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

 

 アジア その他の地域 計 

１．海外売上高（百万円） 12,012 249 12,262

２．連結売上高（百万円） － － 64,951

３．連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 18.5 0.4 18.9
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【セグメント情報】 
 

１．報告セグメントの概要 

  当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

  当社は、製品別の事業本部を置き、各事業本部は、取り扱う製品の包括的な戦略を立案し、事業活動を

展開しております。国内の関係会社は、製品・サービスの特性に応じて営業活動を行っております。 

  海外の関係会社は、独立した経営単位であり、地域の特性に応じて営業活動を行っております。 

  したがって、当社は、事業本部及び会社を基礎とした製品・サービス別及び地域別のセグメントから構

成されており、「一般用消費財事業」、「産業用品事業」、「海外事業」の３つの報告セグメントに区分してお

ります。 

  当社の報告セグメントは、以下のとおりであります。 

①一般用消費財事業 

  主に日本において、日用品、一般用医薬品、機能性食品の製造販売及び売買を行っております。 

（主要製品）歯磨、歯刷子、ハンドソープ、解熱鎮痛薬、点眼剤、栄養ドリンク剤、殺虫剤 

        洗濯用洗剤、台所用洗剤、柔軟剤、住居用洗剤、漂白剤、ペット用品 

  ②産業用品事業 

   主に日本及び海外諸地域に対する化学品原料、業務用品等の製造販売及び売買を行っております。 

  （主要製品）油脂活性剤、導電性カーボン、業務用洗浄剤 

  ③海外事業 

   海外の関係会社において、主に日用品の製造販売及び売買を行っております。 

  ④その他 

   日本において当社の子会社が、主に当社グループの各事業に関連した事業を行っております。 

  （主要製品及びサービス）建設請負、不動産管理、輸送保管、人材派遣 

 

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間（平成 23 年１月１日～平成 23 年３月 31 日） 

                                     （単位：百万円） 

報告セグメント   

  一般用消費財

事業 

産業用品事業 海外事業 その他 計 
調整額 

(注)２ 

四半期連結損益 

計算書計上額 

(注)３ 

売上高               

(1)外部顧客への売上高 45,301 7,210 12,217 974 65,703 － 65,703

(2)セグメント間の 

内部売上高又は 

振替高（注）１ 

4,707 3,984 683 4,213 13,588 △13,588 ―

計 50,008 11,194 12,900 5,188 79,291 △13,588 65,703

セグメント利益又は 

損失(△) 
△1,138 222 152 130 △633 145 △487

（注）１ 報告セグメント内の内部取引を含んでおります。 

   ２ セグメント利益又は損失（△）の調整額 145 百万円は、内部取引消去額等であります。 

   ３ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 
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（追加情報） 

 当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第 17 号 平

成 21 年３月 27 日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

20 号 平成 20 年３月 21 日）を適用しております。 

 

（８）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

   該当事項はありません。 

 

（９）重要な後発事象 

   当社は、平成 23 年４月 28 日開催の取締役会において、以下のとおり、子会社の設立の決議をいたし

ました。 

１．設立の目的 

近年、中国のオーラルケア市場は成長を続けており、今後の事業拡大に備え新会社を設立すると

ともに、生産能力の増強が可能な青島経済技術開発区に新工場を建設することといたしました。 

２．子会社の概要 

    ① 名称   獅王（中国）日用科技有限公司 

    ② 所在地  中華人民共和国 青島経済技術開発区 

③ 事業内容 歯磨・歯刷子等の製造販売 

 ④ 設立時期 平成 23 年６月（予定） 

 ⑤ 資本金  3,350 万米ドル（当社 100％出資） 

    ⑥ 営業開始 平成 25 年 10 月（予定） 

    ⑦ 生産開始 同上 

    ⑧ 敷地面積 36,670 ㎡ 
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